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協定締結者︓富士フイルムBI山形株式会社
森林所有者︓有限会社三英クラフト
主な活動場所︓金山町朴山（0.69ha）
協定期間︓2010年4月1日〜

かねやま絆の森2023

10月7日（土）第25回かねやま絆の森現地活動を行いました。午前は下刈りと枝打ちの定期保育活動を行いました。
杉が丈夫に育つためにはじゅうぶんな日光が必要で、人の手で下草や余分な枝を払い苗の成長をサポートをします。ツル切りは、
幹に巻きつくツル科の植物を取り除くことで、将来、傷のないまっすぐな美しい金山杉を作るために必要な保育です。
私たちは数十年後の未来を楽しみに、毎年欠かさずに続けています。

SDGs※「持続可能な開発目標」が国連で採択され、わたしも取り組
む課題として、17のアイコンを掲げて活動する人々の姿が広がりを
見せています。これらの社会課題のさまざまなテーマについて、企
業はCSR活動の中であたりまえに周囲と対話し取り組むことが理解
される「風」が吹いてきました。

山形県が推進する「やまがた木育」。私たち絆の森協定企業は、
森という木育のフィールドを持っています。日頃から森で活動さ
れている団体の方々は指導者や協力パートナーとしてSDGsに

取り組むことが可能です。

当社も毎年活用しています。やまがた木育絵本
「もりはすごいなぁ」好評につき、県の広報より
YouTube動画を公開しています。
山形らしさ満載の読み聞かせツールです。

（※地球がこのまま未来に持続できるために、私たちが取り組む目標）

令和5年10月7日（土）第25回かねやま絆の森現地活動
参加組織︓参加人数︓ 31名
参加組織︓株式会社山形丸魚、技研株式会社
協定4者︓山形県、金山町、有限会社三英クラフト、富士フイルムBI山形株式会社

14年目の森の入り口です、人が森に入ってしまうと
外からは見えなくなってちょっと心配。森の中では枝
やツルが生い茂り、薄暗く外の景色が見えません。

枝打ちとツル切りをすることで視界の届く明るい森に変身︕
杉は育ちやすくなり、人は安心して森に入ることができる。

活動② 14年生苗の枝打ちとツル切り

各組織の森づくりに、SDGsのテーマ
を一つ掛け合わせることで活動の幅が
ぐんと広がり、これからの企業が必要
な非財務（ESG）活動になります。

いつもの森づくり
地産地消
収穫した
食材で芋煮会

作業の前に木育絵
本を読み聞かせ

活動中の歩数
を可視化
健康づくり
イベント

たとえば！

このままじゃ
ヤバイ

良いことしてるね

たとえば！

なにが
できるだろう

誰かが
やらなくちゃ

もっと
役に立ちたい

活動① 5年生コンテナ苗の下刈り

作業後 きれいに下刈りして杉苗の存在感が出ました︕

子どもたちは上手にのこぎりを使えるようになりました。

森でたくさん体を動かした後のランチタイム︕︕
皆さん、好きなメニューを選んでいただきました。

植樹はほんの数センチ穴
をあけて40cm程度のコン
テナ苗を差し込むだけ。
生育状況はとても良く、
元気に育っています。

慣れない作業で、50cm
くらいの穴を何度も
何度も鍬で掘りました。
従来の苗は1本植えるの
に時間と労力、そして
技術が要りました

4年後

植樹 13年後

植樹

旧・明安小学校に移動して昼食を食べた後は、午後の活動です。
今回は「食の力（チカラ）コーポレーション」様による“食糧問
題の今”と“解決方法をおいしく体験”できる食育プログラムです。
今、この地域では、あんしんできる大豆をつくり、おいしい大豆
ミートを商品開発し、地域全体のブランディングを行うことで、
あらたな雇用や街の魅力の創出につながっていることを知りまし
た。身近に実践されているSDGsの連鎖を知る体験ができました。

参加者は、同じ金山町で一次産業で地域が元気になってい
る事例に刺激を受け、林業にも重ねて考えてみました。


